



























































































































































































































































































































































































































































2 3 1 NSR
以上のように、［231］という“stress　contour”が得られる。つまり最
も右にある強勢付与を受けることのできる要素に強勢が与えられでいる。
（2）　　Ibid．，　p．25，　n．13．
（3）　　Gussenhoven　C．，　　Focus，　mode　and　the　nucleus”，　J．　of　Li　　　istics，
　　　19　（1983），　p。377－417．
　　　Gussenhovenは［＋counterassertive］と［－counterassertive］というふ
　　　たつの“皿odes”をつくり、〔－comterassertive］のとき、意味的価値の
　　　少ない要素に強勢が付与されるとした。しかしこのmodeの信頼性はかな
　　　り疑わしい。
（4）　　0’Connor　J．　D．　and　Arnold　G．　F．，　工工些9工一一t　　n　　f　C　l　l　　　　l　Engl　　h三
　　　一≦●　bρng皿an，　2nd　ed．，　1973・　P・6・
（5）　今井邦彦　　『新しい発想による英語発音指導』　大修館、1989．p．154．
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Scmerli㎎S．，　As
Texas，　1973．
Boli㎎er　D．，
pp．79－123．
Ibid吃，
Boli㎎r　D．，
Stanford，
Boli㎎er　D．，
Ibid．，　p．84．
Boli㎎er　D．，
ほかに、
Sperber　D．
Basil
Scmerli㎎S．
Sperber　D．
Ibid．，
今井邦彦
（1991）　p．34．
Ibid．
ts　of lish　sentence　stress．
　　　　　P．74．
　　　　　・T。。Vi。。，。f　Accent・；t　J．。f　Li，
pp．87－88．
　　　　Intonation　and　I　ts　Parts：　MelOd
lstlCS，
University　of
’　　　　21　（1985），
in　S　oken lish．
1986．　p．92．
　　‘‘Two　Views　of　Accent”， P．83．
　　　　　　　　　　　Intonat　ion　and　I　ts　Parts．　p．128．
肯定の強調に使われる強勢のことである。このなかにはDoによる強調の
　　　　　　　前置詞やbe動詞、助動詞のhaveなども含んでいる。
　　　　　　　　　and　Wilson　D．，　一｝．
Blackwwell，　1986．
　　　　　，　As　　cts　of lish　Sentence　Stress．　p．75．
　　　and　Nilson　D．，　Relevance．　P．125．
p．127．
　　　“認知環境とイントネーション”、『月刊言語』
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（19）　　Gussenhoven　C．，＿‘‘Focus，　mode　and　the　nuc　l　eus’，，　PP．412－3．
（20）Boli㎎er　D．，　Intonation　and正ts　Parts．　p．　107．
（21）　　Ibid．，　p．107．
（22）Boli㎎erはしばしば　“interest”という用語を“pOwer”や
　　　“information”と思われる用法に使っている。つまり「関心」という用語
　　　を意味的価値を持たない純粋に強意の用法以外のものを総括的に指すのに
　　　使用している。これも分析を紛らわしくする要因のひとつである。
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